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大
阪
北
部
地
震
に
続
き
、
こ
ん
ど

は
西
日
本
を
襲
っ
た
大
豪
雨
で
す
。

一
夜
に
し
て
営
々
と
築
い
て
き
た
地

域
が
消
失
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
豪
雨
は
、
12

府
県
で
死
者
１
７
５
人
に
上
る
（
11

日
現
在
）
な
ど
時
間
を
追
う
ご
と
に

被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
す
で
に

災
害
救
助
法
が
８
府
県
98
自
治
体
に

適
用
さ
れ
る
な
ど
過
去
例
の
な
い
大

災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
に
あ
わ
れ
た
み
な
さ
ま

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
心

か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

一
刻
を
争
っ
て
救
援
活
動
の
強
化
、

と
り
わ
け
多
数
の
方
が
猛
暑
の
中
避

難
生
活
を
し
て
お
ら
れ
避
難
生
活
環

境
改
善
な
ど
緊
急
課
題
で
す
。

荒
川
区
は
、
現
地
自
治
体
に
問
い

合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
支

援
は
こ
れ
か
ら
で
す
（
10
日
現
在
）
。

ぜ
ひ
積
極
的
な
対
応
を
求
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
全
国
で
募
金
活

動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
他
の
野
党
と
も
共
同
し

て
。
豪
雨
災
害
対
策
を
最
優
先
し
た

対
応
を
政
府
に
求
め
て
い
ま
す
。

町屋事務所のメールアド

レスを変更しました。

kouji.office@gmail.com

です…

※8月の法律相談

はお休みします

次回は９月３日
(お急ぎの場合ご連絡下さい)

今
回
の
西
日
本
豪
雨
で
注
目
を
集
め

て
い
る
の
が
「
あ
ら
ゆ
る
災
害
現
場
へ

の
人
員
・
物
資
の
搬
送
や
救
助
救
援
活

動
」
が
可
能
な
全
地
形
対
応
車
レ
ッ
ド

サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
（
左
写
真
）
と
呼
ば
れ

る
特
殊
車
両
で
す
。
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
に
消
防
庁
の
切
り
札
と
し
て
配
備
。

昨
年
の
九
州
の
豪
雨
に
初
出
動
し
ま
し

た
。
し
か
し
こ
の
車
両
は
、
全
国
に
一

両
、
愛
知
県
の
岡
崎
市
に
配
備
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
す
。
今
回
の
派
遣
先
は
広

島
で
な
く
岡
山
の
よ
う
で
す
。
し
か
し

災
害
列
島
日
本
で
た
っ
た
の
一
両
と
は

な
ん
と
も
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
欠
陥
機

オ
ス
プ
レ
イ
１
機
１
７
０
億
円
で
す
が
、

レ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
は
、
１
億
円
ち
ょ
っ

と
で
す
。
ま
た
、
今
回
大
被
害
を
受
け

た
倉
敷
市
真
備
町
は
、
過
去
も
同
じ
河

川
が
繰
り
返
し
氾
濫
し
、
今
回
も
同
じ

浸
水
域
を
想
定
、
河
川
改
修
の
計
画
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
安
倍
政
権
の
目
玉
「
国
土
強

靭
化
計
画
」
っ
て
何
だ
？
わ
か
っ
て
い

て
河
川
改
修
が
遅
れ
た
と
す
れ
ば
、
国
、

地
方
問
わ
ず
政
治
の
不
作
為
が
厳
し
く

問
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

（
横
山
幸
次
）

裏面 手話言語条例、

区の基金は…など

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。お急ぎの場合は、北千住法律事

務所の相談日などご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４

不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

荒川区も豪雨災害の危険が

☆配備されている岡崎市消防所

から出動、昨年7月の九州北部

の豪雨災害で派遣された（下）

☆食料の「ローリングストック」はおすすめ、
簡易トイレなど家庭内備蓄も工夫して
今回の豪雨被害は、自然災害の恐ろしさを示しました。

地震、水害問わず、いざという時の備えは必要。いま備

蓄方法として専門家

も勧める、使ったら

補充の「ローリング

ストック法」が注目

を集めています。方

法は簡単で、普段の

買い置き食品を増や

し、一定の期間で消

費し買い足していくものです。無理

なく、賞味期限を気にせずにストッ

クできそうです。

また携帯トイレ（断水や排水不可

となった洋式便器等に設置し使用す

る袋など）の備蓄も必要です。家具転倒防止など屋内安

全対策と合わせて、各ご家庭でのとりくみが必要です。

荒川区も水害は無縁ではありません
国が 200年に一度など豪雨で荒川の堤

防が決壊した想定を示し、荒川区も具体的

な水位と避難行程表を示しています。

避難と同時に、決壊の可能性が指摘され

ている堤防の補強など抜本が必要です。

「天災は忘れた頃にやってくる」ではあり

ませんが、改めて災害対策を政治第一の

「安全保障」として取り組むべきです。



 2018年4月の各基金状況(監査報告より)
財政調整基金 16,815,493,416
災害対策基金 1,427,827,705
特別区債等管理基金 3,329,354,157
義務教育施設整備基金 5,728,186,893
産業振興基金 725,995,598
健康・福祉基金 188,993,674
公共施設等整備基金 3,289,043,024
スポーツ振興基金 98,465,961
芸術振興基金 100,038,473
介護保険給付準備基金 1,049,739,569

合計 32,753,138,470

７
月
５
日
の
区
議
会
本
会
議
で
、

荒
川
区
手
話
言
語
条
例
が
全
会
一
致

で
可
決
・
成
立
、
23
区
で
は
２
番
目

の
制
定
と
な
り
ま
し
た
。
荒
川
区
聴

覚
障
害
者
協
会
の
み
な
さ
ん
や
手
話

通
訳
者
、
手
話
サ
ー
ク
ル
の
方
々
な

ど
30
名
以
上
が
傍
聴
、
み
な
さ
ん
喜

び
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
は
、
条
例
賛
成
討

論
（
斎
藤
く
に
子
区
議
）
で
手
話
言

語
が
手
の
形
、
位
置
、
動
き
、
眉
の

上
げ
下
げ
う
な
ず
き
な
ど
表
情
に
も

文
法
的
な
意
味
が
あ
り
、
音
声
言
語

と
対
等
な
言
語
で
あ
る
、
手
話
が
ろ

う
者
の
生
き
る
力
で
あ
る
だ
け
に
、

手
話
へ
の
理
解
及
び
普
及
を
す
す
め

る
施
策
の
具
体
化
を
求
め
ま
し
た
。

今
後
区
は
、
①
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー

ビ
ス
・
電
話
代
行
サ
ー
ビ
ス
②
簡
単

な
日
常
手
話
修
得
の
講
習
会
③
事
業

者
向
け
の
手
話
通
訳
者
無
料
派
遣
事

業
④
理
解
促
進
映
画
会
（
８
月
予
定
）

⑤
条
例
制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
11
月

予
定
）
な
ど
進
め
ま
す
。

同
時
に
共
産
党
区
議
団
は
、
委
員

会
で
以
下
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

▽
区
役
所
各
窓
口
に
手
話
推
進
委
員

▽
ろ
う
者
の
雇
用
促
進

▽
遠
隔
手
話
通
訳
・
筆
談
・
音
声
認
識

の
機
能
が
入
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
障
害

福
祉
課
以
外
に
も
配
置

▽
図
書
館
に
手
話
特
設
コ
ー
ナ
ー

▽
店
舗
、
事
業
所
、
病
院
な
ど
に
筆
談

ボ
ー
ド
や
筆
談
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド
配

布
、
店
舗
専
用

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
作
成

費
助
成
・
従
業

員
が
簡
単
な
手

話
が
出
来
る
よ

う
支
援

▽
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を
町

会
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
も
配
布

▽
学
校
で
手
話
学
習
教
材
の
配
布
と

理
解
推
進
教
育

▽
中
途
失
聴
者
へ
の
支
援

▽
手
話
通
訳
者
の
増
員
と
処
遇
改
善

▽
ろ
う
者
の
介
護
入
所
施
設
の
整
備

や
通
所
施
設
へ
の
支
援

こ
う
し
た
施
策
実
現
は
、
全
て
の

区
民
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
地
域
社

会
を
つ
く
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
実
現
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
富
裕
層
上
位
40
人
の
資
産
＝

日
本
の
全
世
帯
の
下
か
ら
半
分
が

持
つ
資
産
（
預
貯
金
な
ど
）
」
…

実
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
正
体
は

「
超
富
裕
層
だ
け
の
資
産
倍
増
計

画
」
。
加
え
て
、
貯
蓄
ゼ
ロ
世
帯

を
４
２
７
・
４
万
世
帯
も
増
加
さ

せ
、
貧
困
と
格
差
を
か
つ
て
な
い

規
模
で
急
激
に
拡
大
さ
せ
て
い
る

の
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
の
で
す
。

世
界
で
は
、
大
富
豪
８
人
が
地

球
人
口
下
位
36
億
人
分
の
資
産
と

同
じ
と
国
際
機
関
か
ら
発
表
。
度

外
れ
た
格
差
貧
困
は
、
社
会
の
持

続
可
能
性
を
壊
し
ま
す
。
ポ
ス
ト

資
本
主
義
が
世
界
的
に
模
索
さ
れ

て
い
る
の
も
当
然
で
す
。

左
下
の
表
は
、
今
年
４
月

段
階
の
区
の
貯
金
＝
基
金
の

残
高
＝
３
２
７
億
円
余
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
２
０
１

７
年
度
の
予
算
段
階
で
は
、

年
度
末
で
２
８
１
億
円
余
で

見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
46

億
円
も
上
積
み
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
２
０
１

７
年
度
決
算
は
こ
れ
か

ら
で
す
の
で
、
決
算
に

合
わ
せ
て
剰
余
金
が
発

生
、
ほ
ぼ
全
額
積
み
ま

す
の
で
こ
の
額
を
さ
ら

に
上
回
る
こ
と
は
確
実

で
す
。

し
か
も
使
途
目
的
の

な
い
財
政
調
整
基
金
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
１
７

０
億
円
台
に
の
ぼ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
区
民
の
た
め
予

定
し
た
予
算
の
使
い
残
し
で

す
。
そ
の
一
部
を
区
民
の
暮

ら
し
応
援
に
回
す
こ
と
は
、

当
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

手話は、聴覚障害者の中でもろう者の言語です。一方

「難聴者」と「中途失聴者」は、日本語がベースで筆談

などで情報アクセスやコミュニケーションをとることが

できます。また、難聴・聴こえの問題では、補聴器の使

用などが必要です。視覚障害者の場合は、点字とともに

音声による読書権保障や代読、代筆なども課題です。災

害時のコミュニケーション手段もいまからしっかりした

準備が必要です。これらに対応するために情報コミュニ

ケーション条例の制定も急がれます。


